
令和８年度 名古屋市教育委員会 協議題第３号 

 

令和９年度 「県民の日学校ホリデー」「ラーケーションの日」について 

   

１ 「県民の日学校ホリデー」について 

    本年度で３回目の実施となり、市民や学校現場において一定程度定着していることか

ら、特段の事情がない限り、今後も継続して実施する。 

 

【実施日選定方針】 

(1)３連休以上にすることで、子どもたちが家族などと一緒に体験的な学習活動等に出 

かけやすくする。 

(2)多くの公共施設において、親子で楽しめるイベント等が企画されることを踏まえ、よ

り多くの施設が開館しているあいちウィーク期間中の金曜日にする。 

 

◎以上の方針により、令和 9 年度は、11 月 26 日(金)に実施 

18 日 19 日 20 日 21 日 22 日 23 日 24 日 25 日 26 日 27 日 28 日 

木 金 土 日 月 火 

祝日 

水 木 金 

ﾎﾘﾃﾞｰ 

土 日 

※ あいち県民の日 11 月 27 日  あいちウィーク 11 月 21～27 日 

 

 

参考
18日 19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日 26日 27日 28日

Ｒ５ 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

祝日 ﾎﾘﾃﾞｰ

Ｒ６ 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

実施なし 祝日

Ｒ７ 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

全小理 祝日 振替 ﾎﾘﾃﾞｰ

Ｒ８ 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

祝日 ﾎﾘﾃﾞｰ

Ｒ９ 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

祝日 ﾎﾘﾃﾞｰ

Ｒ10 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

祝日 ﾎﾘﾃﾞｰ

Ｒ11 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

ﾎﾘﾃﾞｰ 祝日

Ｒ12 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

ﾎﾘﾃﾞｰ 祝日

Ｒ13 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

ﾎﾘﾃﾞｰ 祝日 振替



２ 「ラーケーションの日」について 

  昨年度実施された愛知県のアンケートで把握された状況からも、ラーケーション取得

時の学習保障や保護者の休暇取得環境、取得できない児童生徒の心理的負担について、

なお懸念が残ることから、令和９年度も実施しないこととする。 

 

 【理由】 

(1) ラーケーション取得者についても、体調不良等による欠席者と同様に学習内容の理 

解等に配慮する必要があるが、取得者の増加に伴い、個別対応が必要な児童生徒が増 

えた場合、学習保障が困難となる。 

＜令和７年度県実施アンケート＞ 

・教職員回答 

「ラーケーションの日」の課題 

→「取得する児童生徒が多数出ると、授業進度に影響がある」34.2％ 

                         （前年比－0.7 ポイント） 

・児童生徒回答（新規） 

「ラーケーションの日」で心配なこと 

  →「ラーケーションの日を取った日の学習が遅れる」60.2％ 

 「ラーケーションの日」を取得して学習の遅れを感じたか 

  →「感じた」21.5％  「少し感じた」38.2％ 

 

(2) 平日や連日での休暇取得が難しい仕事もあり、いかなる保護者にとっても休暇を取得

しやすい環境が十分に整っているとは言えない。 

＜令和７年度県実施アンケート＞ 

・保護者回答 

「ラーケーションの日」で負担に感じること 

  →「ラーケーションの日のために仕事の休みを取る」36.9％ 

（前年比＋1.0ポイント） 

・教職員回答（県実施アンケート） 

自分の子の「ラーケーションの日」のために有給休暇を取得したか 

→「取得したいが難しい」40.5％（前年比＋3.8 ポイント）   

「取得しない」34.6％（前年比＋4.7 ポイント） 

 

(3) 保護者の職種や勤務形態、家庭経済状況等によって取得しやすさに差が生じ、取得で

きない児童生徒に不公平感や心理的負担を生じさせる。 

    

【今後の方針】 

愛知県が実施するアンケートにより状況を継続的に把握し、状況の変化が認められる

場合には、改めて対応を検討することとしたい。 

 

（令和８年９月 18 日 教育支援部義務教育課・高等学校教育課・特別支援教育課） 



 

 

 
「ラーケーションの日」とは… 県内公立学校（小・中学校、高等学校、特別支援学校）に通う子どもたちが、保護者等とと

もに、校外（家庭や地域）で、体験や探究の学び・活動を、自ら考え、企画し、実行すること

ができる校外学習活動の日。年３日まで取得可能。 

 

〇 「ラーケーションの日」取得状況調査（202５年４月１日から２０２６年３月２４日までの取得状況） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※取得率：全校児童生徒のうち、「ラーケーションの日」を取得した児童生徒の割合  

小学校 取得率（平均取得日数） 中学校 取得率（平均取得日数） 

小学校１年生 ４０．１％（１.８日） 中学校１年生 ２７．２％（１.６日） 

   ２年生 ４４．０％（１.８日）    ２年生 ３０．３％（１.７日） 

   ３年生 ４５．０％（１.８日）    ３年生 ２３．５％（１.６日） 

   ４年生 ４２．９％（１.８日）    特別支援学級 ２０．３％（１.７日） 

   ５年生 ４０．２％（１.８日） 中学校 計 ２６．８％（１.７日） 

   ６年生 ４０．３％（１.８日） 高等学校 計 ５．０％（１.４日） 

   特別支援学級 ２６．８％（１.８日） 特別支援学校小学部 ２６．９％（２.０日） 

小学校 計 ４１．４％（１.８日）       中学部 １２．７％（１.８日） 

       高学部 ２６．８％（１.８日） 

 特別支援学校 計 ２３．０％（１.９日） 

    
 

高等学校 取得率（平均取得日数） 特別支援学校 取得率（平均取得日数） 

１年生 １８．２％（１.６日） 小学部 ２５．０％（１.７日） 

２年生 ２９．２％（１.７日） 中学部 ２３．０％（１.７日） 

３年生 ２７．５％（１.９日） 高等部 ２１．６％（１.６日） 

４年生 ２０．９％（１.９日） 計 ２３．１％（１.７日） 

計 ２５．０％（１.７日）  

   

202５年度 「ラーケーションの日」 取得状況調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙１ 

回答数s 市町村立学校 小学校698校 中学校302校＊ 義務教育学校２校 特別支援学校４校 高等学校１校 
県 立 学 校 高等学校148校 特別支援学校34校         ＊中学校は県立中学校を含む 

合計178校 

市町村立学校・県立中学校 

県立高等学校・特別支援学校 

12.0%

14.0%

17.9%

7.1%

8.0%

13.1%

5.7%

4.8%

10.4%

75.2%

73.2%

58.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県立高等学校

中学校

小学校

「ラーケーションの日」の取得率 １日取得 ２日取得 ３日取得 取得せず
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２０２５年度 「ラーケーションの日」アンケート調査結果 
調査の概要 

〇 調査実施期間 ２０２５年１２月８日（月）から２０２５年１２月２６日（金）まで  

〇 調査方法    インターネットアンケート 

〇 調査対象・回答者数  

【市町村立学校・県立中学校】  

 
   参考 県内５３市町村の学校数・教職員数・児童生徒数〔県立中学校５校を含む〕（２０２５年５月１日現在） 

児童生徒数 4 17 , 2 2 2 名 
（小学校 2 7 1,7 9 8 、中学校 14 3 ,8 7 2 、義務教育学校 4 2 4 、 
 高等学校 6 2 9 、特別支援学校 4 9 9 ） 

教 職 員 数  3 1,0 0 4 名 
（小学校 19 ,6 5 9 、中学校 10 ,9 12 、義務教育学校 5 7 、 
 高等学校 4 7 、特別支援学校 3 2 9 ） 

学  校  数 1, 0 0 ７校 
（小学校 6 9 8 、中学校３０２、義務教育学校 2 、 
 高等学校 1、特別支援学校 4 ） 

【県立高等学校・特別支援学校】 

 
   参考 県立学校の教職員数・児童生徒数（２０２5 年５月１日現在） 

 
〇 主な調査項目 

・ 児童生徒：「ラーケーションの日」取得状況／よさや負担／活動内容／取得後の感想／自由記述 
・ 保 護 者：「ラーケーションの日」取得状況／認知度／よさや負担／活動内容／取得後の感想／自由記述 
・ 教 職 員：有給休暇の取得状況／教職員が感じた児童生徒や保護者の様子／「ラーケーションの日」日課 
・ 学    校：校務支援員等の有効性／子供のラーケーションのために有給休暇を取得した教職員がいた 

学校の割合 
 【市町村立学校のみ】 

・ 教育委員会：「ラーケーションの日」の効果／校務支援員等の配置状況 

児童生徒 
小学５年生 小学６年生 中学１年生 中学２年生 中学３年生 合計 

2 1,3 7 1 2 2 ,2 2 4  19 ,2 2 １ 18 ,5 8 3  17 ,5 9 2  9 8 ,9 9 １ 

保護者 
小学生のみ 中学生のみ 小中学生両方 その他（高校生など） 合計 

2 7 ,8 7 5  12 ,8 3 ５ 10 ,2 5 9  10 3  5 1,0 7 ２ 

教職員 
校長・教頭 主幹・教諭 事務職員 講師 その他 合計 

1,14 7  １0 ,5 8 2  5 8 7  1, 7 6 2  4 8 ６ 14 ,5 5 ５ 

学 校 
小学校 中学校 義務教育学校 高等学校 特別支援学校 合計 

6 9 6  3 0 2  2  1 4  1, 0 0 5  

教育委員会 
 合計 

 5 3  

生 徒 
高等学校 1 年生 高等学校 2 年生 高等学校 3 年生 高等学校 4 年生 特別支援学校 合計 

4 ,2 12  4 ,0 6 5  3 , 5 4 1 6 5  19 6  12 ,0 7 9  

保護者 
高等学校 特別支援学校  合計 

14 ,3 6 0  7 ０６  15 ,0 6 6  

教職員 
校長・教頭 部主事 教諭 実習助手 事務職員 講師 その他 合計 

12 4  5 0  1, 12 6  6 1 ３０ 15 6  5 4  1, 6 0 1 

学 校 
高等学校 特別支援学校  合計 

14 7  2 9   17 6  

児童生徒数 119 ,2 16 名 
（高等学校 113 , 3 4 8 、 

特別支援学校 5 ,8 6 8 ( 中等部・高等部 3 ,8 2 8 ) ） 

教 職 員 数 12 ,7 6 8 名 （高等学校 9 ,117 、特別支援学校 3 ,6 5 1） 

学 校 数 18 2 校 
（高等学校 14 8 ( 校舎 1 を含む) 、 

特別支援学校 3 4 (校舎 3 、教室 2 を含む) ） 
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１ 児 童 生 徒 回答者  小学５年生  21,371 名  小学６年生 22,224 名 
        中学１年生  19,221 名  中学２年生 18,583 名  

中学３年生  17,592 名              合計 98,991 名 

③「ラーケーションの日」でよいと思うこと（複数回答可） 

①「ラーケーションの日」を取得したか 

既に取得した

30.0%

取得する予定

12.6%

取得するつもりはない

57.4%

④「ラーケーションの日」で心配なこと（複数回答可） 

18.7%

22.6%

32.8%

60.2%

「ラーケーションの日」にどんな活動をしてよいかわからない

「ラーケーションの日」に家族が休みを取れるかわからない

特に心配なことはない

「ラーケーションの日」を取った日の学習が遅れる

6.0%

8.5%

11.7%

24.0%

24.4%

40.4%

職業体験的な活動

地域の人や親戚とのふれあいを深める活動

家庭内での活動（食事づくり、ものづくりなど）

歴史や文化にふれる活動

学習関連施設の訪問（美術館、博物館、資料館、図書館など）

屋外での体験活動（スポーツ、アスレチック、キャンプなど）

⑤「ラーケーションの日」にどのような活動をした、またはするつもりか（複数回答可） 

52.5%

58.9%

71.2%

自分が興味をもった内容を学ぶことができる

学校の外でしかできない学びができる

家族のふれあいが増える

②「ラーケーションの日」は今後も続いてほしいか 

続いてほしい

69.3%

どちらかといえば続い

てほしい

26.1%

どちらかといえば続いてほしくない 2.5% 続いてほしくない 2.1%

市町村立学校・県立中学校 
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回答者  小学生のみ  27,875 名 中学生のみ 12,835 名 
        小中学生両方 10,259 名 その他（高校生など） 103 名  

合計 51,072 名 

２ 保 護 者 

⑧ 「ラーケーションの日」を取得したか 

既に取得した

38.1%

取得する予定

11.8%

取得したいが、仕

事の都合で難しい

18.5%

取得したいが、子供が取りたがらないので難しい 3.9%

取得するつもりはない

23.0%

その他

4.7%

⑨「ラーケーションの日」のルールのうち、知っていることは何か（複数回答可） 

64.0%

74.6%

82.8%

93.6%

94.8%

96.2%

受けられない授業の内容は、自習で補う

年に３日まで取ることができる

子供が保護者等と一緒に活動する

登校しなくても、欠席にはならない

取得する場合は、事前に学校に届け出る

学校外で体験や学びの活動をする日である

⑩「ラーケーションの日」でよいと思うこと（複数回答可） 

11.2%

16.2%

26.6%

30.9%

68.0%

保護者等による家庭教育の見直しの機運が高まる

子供が自ら学ぼうとする力が育つ

保護者が働き方・休み方を見直すきっかけとなる

「学校には欠席せずに通うべき」という考え方の見直し

土日に休みにくい家庭でも、子供とのふれあいが増える

⑥「ラーケーションの日」を取得して学習の遅れを感じたか 

感じた

21.5%

少し感じた

38.2%

あまり感じなかった

24.1%

感じなかった

16.2%

⑦「ラーケーションの日」に関するご意見（自由記述：一部） 

・ラーケーションは家族との時間を大切に過ごせるとても良いシステムだと思う。 

・家族で平日になかなか行く機会のない場所に行けるのがよい。 

・親もラーケーションを取れるような環境になってほしい。 

・みんなより勉強が遅れてしまう可能性がある。 

・ラーケーションの日にどんなことをするとよいのかわからない。 

・学ばず、ただの休みのために使っているようにも感じる。 
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３ 教 職 員 

⑮ 自分の子の「ラーケーションの日」のために有給休暇を取得したか 

⑪「ラーケーションの日」で負担に感じること（複数回答可） 

3.5%

5.5%

24.4%

36.9%

子供と一緒に「ラーケーションの日」に活動する

子供と一緒に計画を立てる

学校に「ラーケーションの日」を届け出る

「ラーケーションの日」のために仕事の休みを取る

5.9%

6.8%

25.7%

33.9%

54.2%

家庭内での活動（食事づくり、ものづくりなど）

地域の人や親戚とのふれあいを深める活動

学習関連施設の訪問（美術館、博物館、資料館、図書館など）

歴史や文化にふれる活動

屋外での体験活動（スポーツ、アスレチック、キャンプなど）

⑫「ラーケーションの日」にどのような活動をした、またはするつもりか（複数回答可） 

⑬「ラーケーションの日」を取得してよかったこと（複数回答可） 

11.7%

33.2%

44.7%

77.8%

保護者が自分の働き方・休み方を見直すきっかけとなった

保護者が子供の学びにかかわることができた

子供が活動や学びに意欲的に取り組むことができた

家庭内のふれあいを深めることができた

⑭「ラーケーションの日」に関するご意見（自由記述：一部） 

回答者 校長・教頭 1,147 名 主幹・教諭 10,582 名 
事務職員 578 名  講師 1,762 名 その他 486 名      

合計 14,555 名 

既に取得した11.8%

取得する予定 3.6%

取得したいが難しい 40.5% 取得しない 34.6%

子の学校では実施していない 7.2%

その他 2.3%

・土日休みがとれない家庭にとって、平日を使えて子供が学校を欠席扱いにならないのはよい。 

・何を学ばせたいか、体験させたいかを考える機会になる。 

・ラーケーションがあると平日に子供の行きたいところに混まずにいけるから嬉しい。 

・学校の授業が受けられず、休んだ分を家庭で補うことができるか不安である。 

・保護者が会社を休みやすくなる環境づくりをしてほしい。 

・事前の日程報告は難しい。急に仕事が休みになってラーケーションにあてたい場合に使えない。 
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回答数 小学校 696 校 中学校 302 校（県立５校含む） 
義務教育学校 2 校 高等学校 1 校  特別支援学校 4 校    

合計 1,005 校 

４ 学  校 

好意的

23.6%

好意的

37.1%

どちらかといえば好意的 42.7%

どちらかといえば好意的 40.3%

どちらかといえば否定的 0.8％

どちらかといえば否定的０.5％

否定的 0.３％

否定的0.4％

わからない 32.6%

わからない ２1.７％

⑯ 教職員が感じた「ラーケーションの日」に対する児童生徒・保護者の反応 

⑱ 教職員が「ラーケーションの日」のために年休を取得するときに困ること（複数回答可） 

12.0%

16.6%

17.7%

30.0%

76.4%

担任をしている子供・保護者の理解が得られない

休みの取得の有無について教職員間に不公平感が生まれる

学級経営等に不安が生じる

授業の進度に不安が生じる

授業の補欠等に入る教職員を確保することが難しい

⑰「ラーケーションの日」の課題（複数回答可） 

10.7%

34.2%

39.2%

42.4%

48.6%

ラーケーションのために休む教員の授業に入る必要がある

取得する児童生徒が多数出ると、授業進度に影響がある

保護者にラーケーションの趣旨が十分に理解されていない

出欠席の把握や記録などの事務が煩雑である

給食に関する事務が煩雑である

校務支援員（教員をサポートする職員）

76.5%

非常勤講師（教員の代わりに

授業等を行う職員） 23.5%

⑲ 負担軽減のために配置された職員 

⑳ 負担軽減のために、校務支援員や非常勤職員が配置されたことの効果 

非常に有効 76.4%
比較的有効

20.4%

あまり有効でない 2.6%

有効でない 0.6%
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５ 教育委員会 

11.3%

35.8%

52.8%

67.9%

より主体的に学ぶ子供が増えた

「学校には絶対に欠席せずに通うべき」という考え方の見直し

保護者が土日に休みにくい家庭から喜びの声が聞かれた

学校外でしか学べない取組が見られた

㉒ 人的補充の状況 

校務支援員…

校務支援員…

非常勤講師

30.5%（１９９校）

非常勤講師…

それ以外

の職員

3.2%

（２１校）

それ以外

の職員

2.6%…

配置できなかった（しなかった） 6.6%（４３校）

配置できなかった（しなかった）

5.2%（１４校）

小学校

中学校

（校数）

回答者 53 市町村 

㉑「ラーケーションの日」の実施によって、効果を感じたこと（複数回答可） 
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県立高等学校・特別支援学校 

回答者  高等学校 11,883 名   特別支援学校 196 名   
合計 12,079 名 １ 生  徒 

既に取得した

19.1%

取得する予定

19.5% 取得するつもりはない 61.4%

㉕「ラーケーションの日」でよいと思うこと（複数回答可） 

49.4%

52.2%

61.7%

校外でしかできない学びができる

自分が興味をもった内容を学ぶことができる

家族とのふれあいが増える

㉖「ラーケーションの日」で心配なこと（複数回答可） 

㉓「ラーケーションの日」を取得したか 

㉔「ラーケーションの日」は今後も続いてほしいと思いますか 

続いてほしい

69.3%

どちらかといえば続い

てほしい

24.4%

どちらかといえば続いてほしくない 2.8% 続いてほしくない 3.5%

26.2%

18.8%

18.9%

64.4%

特に心配なことはない

「ラーケーションの日」のどんな活動をしてよいかわからない

「ラーケーションの日」に家族が休みを取れるかわからない

「ラーケーションの日」を取った日の学習が遅れる
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２ 保 護 者 
㉚「ラーケーションの日」を取得したか 

既に取得した

19.9%

取得する予定 10.7%

取得したいが、仕事の

都合で難しい 17.8%

取得したいが、子供が取りたがらないので難しい 8.7%

取得するつもりはない

36.1%

その他

6.8%

回答者  高等学校 14,360 名   特別支援学校 706 名   
合計 15,066 名 

㉘「ラーケーションの日」をとったことにより、学習の遅れを感じましたか 

6.5%

9.5%

23.8%

24.5%

28.8%

44.1%

職業体験的な活動

地域の人や親戚とのふれあいを深める活動

家庭内での活動（食事づくり、ものづくりなど）

学習関連施設の訪問（美術館、博物館、資料館、図書館など）

歴史や文化にふれる活動

屋外での体験活動（スポーツ、アスレチック、キャンプなど）

㉗「ラーケーションの日」にどのような活動をした、またはするつもりか（複数回答可） 

・ 普段、 家族は仕事で忙し く 休みも 合わないため、 久し ぶり に家族と ゆっ く り 過ごす時間が取

れた。  

・ 学習目的で学校以外の場所に行く こ と ができる機会があるのはよいと 思う 。  

・ 平日限定のイ ベント や、 期間限定の展示に行く こ と ができ 、 貴重な経験と なっ た。  

・ 申請用紙をも ら う ために職員室へ行く のが不便であり 、 申請期限も 早すぎると 感じ る。  

・ １ 日休むだけで授業の進度が大き く 進んでし まう ため、 遅れを取り 戻すのが大変で不安に感

じ る。  

・ 生徒だけでなく 、 保護者の職場（ 社会人） や専門学校にも 同様の制度があれば、 より 家族と

の時間が取り やすく なる。  

㉙「ラーケーションの日」に関するご意見（自由記述：一部） 

感じた

14.2%

少し感じた

35.2%
あまり感じなかった

29.9%

感じなかった

20.7%
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㉛「ラーケーションの日」のルールのうち、知っていることは何か（複数回答可） 

52.3%

60.0%

74.4%

90.5%

92.5%

92.9%

受けられない授業の内容は、自習で補う

年に３日まで取ることができる

子供が保護者等と一緒に活動する

登校しなくても、欠席にはならない

取得する場合は、事前に学校に届け出る

学校外で体験や学びの活動をする日である

㉜「ラーケーションの日」でよいと思うこと（複数回答可） 

11.3%

17.6%

22.6%

25.2%

60.6%

保護者による家庭教育の見直しの機運が高まる

子供が自ら学ぼうとする力が育つ

「学校には欠席せずに通うべき」という考え方の見直し

保護者が働き方・休み方を見直すきっかけとなる

土日に休みにくい家庭でも、子供とのふれあいが増える

㉝「ラーケーションの日」で負担に感じること（複数回答可） 

5.6%

6.1%

29.1%

36.1%

子供と一緒に「ラーケーションの日」に活動する

子供と一緒に計画を立てる

学校に「ラーケーションの日」を届け出る

「ラーケーションの日」のために仕事の休みを取る

5.3%

7.8%

12.5%

27.5%

37.1%

38.9%

職業体験的な活動

地域の人や親戚とのふれあいを深める活動

家庭内での活動（食事づくり、ものづくりなど）

学習関連施設の訪問（美術館、博物館、資料館、図書館など）

歴史や文化にふれる活動

屋外での体験活動（スポーツ、アスレチック、キャンプなど）

㉞「ラーケーションの日」にどのような活動をした、またはするつもりか（複数回答可） 
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３ 教 職 員 

㊲ 自分の子の「ラーケーションの日」のために有給休暇を取得したか 

㉟「ラーケーションの日」を取得してよかったこと（複数回答可） 

10.7%

30.1%

46.0%

68.5%

保護者が自分の働き方・休み方を見直すきっかけとなった

保護者が子供の学びにかかわることができた

子供が活動や学びに意欲的に取り組むことができた

家庭内のふれあいを深めることができた

㊱「ラーケーションの日」に関するご意見（自由記述：一部） 

既に取得した18.1%

取得する予定 6.0%

取得したいが難しい 28.1% 取得しない 33.2%

子の学校では実施していない 10.4%

その他 4.2%

好意的

12.4%

好意的

29.0%

どちらかといえば好意的

29.4%

どちらかといえば好意的 36.2%

どちらかといえば否定的 3.0％

どちらかといえば否定的1.7％

否定的 1.4％

否定的0.9％

わからない 53.8%

わからない 32.2％

㊳ 教職員が感じた「ラーケーションの日」に対する児童生徒・保護者の反応 

・ 土日休みが取り にく いサービス業等の職種のため、 子供と 休みを合わせて出かけら れる唯一

の機会と なり 、 大変あり がたい。  

・ 学校ではでき ないボラ ンティ ア活動（ 国際会議など） に参加し 、 知見を広げるこ と ができ た。 

・ 平日料金で宿泊や旅行ができ るため、 経済的な負担が軽減さ れ、 遠出がし やすかっ た。  

・ 親自身も 有給休暇を取得するきっ かけと なり 、 働き 方や休み方を見直す良い機会になっ た。  

・ 会社への認知度が低く 、 親が休みを取り にく い職場環境があるため、 社会全体への周知と 協

力要請を進めてほし い。  

・ １ 日休むだけで授業が進んでし まう ため、子供自身が勉強の遅れを気にし て取得をためら う 。 

児童生徒 

保護者 

回答者 校長・教頭 124 名 部主事 50 名 教諭 1,126 名  
実習教員 61 名 講師 156 名 事務職員 30 名 その他 54 名 

     合計 1,601 名 
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回答数 高等学校 147 校 特別支援学校 29 校  
       合計 176 校 ４ 学  校 

㊴「ラーケーションの日」の課題（複数回答可） 

9.6%

24.7%

35.2%

38.9%

54.4%

ラーケーションのために休む教員の授業に入る必要がある

児童生徒の「学校に通わなくてはならない」という気持ちが弱くなる

取得する児童生徒が多数出ると、授業進度に影響がある

出欠席の把握や記録などの事務が煩雑である

保護者にラーケーションの趣旨が十分に理解されていない

非常に有効 65.7% 比較的有効

31.5%

あまり有効でない 1.4%

有効でない 1.4%

㊶ 校務支援員※の有効性（校務支援員を任用した学校のみ回答） 

※ 校務支援員……ラーケーションの日の導入に伴う事務の増加に対応するため、任用する職員 

㊵ 教職員が「ラーケーションの日」のために年休を取得するときに困ること（複数回答可） 

40.7%

5.4%

12.8%

17.1%

22.5%

46.9%

特に困ると思われることはない

担任をしている子供・保護者の理解が得られない

休みの取得の有無について教職員間に不公平感が生まれる

学級経営等に不安が生じる

授業の進度に不安が生じる

授業の補欠等に入る教職員を確保することが難しい
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